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      【大阪府公共事業における】景観形成の目標等設定シート 
記入日  令和元年９月１３日  

記入者 所属  公共建築室 担当者名  ○○ 連絡先  ０６-６２１０-９７９２ 

事 業 概 要 

事業名称 大阪府立こんごう福祉センター（福祉型障がい児入所施設）改築工事 

※施設の名称及び新築・改修・改築等の別が分かるように記載してください 

事業地の位置 大阪府富田林市甘南備地内 

施設概要 

敷地面積 815,290㎡ 

事業種別 1.道路   2.河川   3.港湾   4.ダム   5.砂防   6.公園緑地  
7.公共建築物  8.その他（                       ） 

構造規模 鉄筋コンクリート造 地上 1階建て、延べ床面積 2,805㎡ 

※事業種別に応じて、構造、階数、路線名、延⻑、幅員、面積等を記載してください 

担当部署 
設計担当 公共建築室 工事担当 公共建築室 

施設所管 障がい福祉室 

STEP１．事業地の景観形成に関する指針や基準を確認する 

・事業地の『景観⾏政団体』の確認 ■確認済  □未確認（団体名︓大阪府         ） 

・景観⾏政団体の『景観計画』の確認 
■確認済  □未確認 
（景観計画の名称︓大阪府景観計画         ） 

・事業地が『景観計画区域』に含まれるかを確認 
■含まれている  □含まれていない 
（景観計画区域の名称︓金剛・和泉葛城山系区域 ） 

・景観計画区域に規定された景観形成の方針や
規制内容を確認 

■確認済  □未確認 
※事業地に適用される箇所を別紙として添付してください 

・『大阪府公共事業景観形成指針』の確認 ■確認済  □未確認 
・『大阪府公共事業景観形成指針』における本事業に関連する内容の確認    ※該当箇所を抜粋してください 
４ 施設別指針 

（５）公共建築物 

・周辺景観との調和、道路との一体的な景観形成、地域性を活かしたデザインなど、景観づくりの手本

として良好な景観形成を行う。 

・建築物周辺の附帯物（高架水槽、ダクト類、エアコン室外機等）については、建築物との一体化や敷

地の外から見えない位置への配置など、外観に配慮する。 

・上部利用可能な施設の上部利用や広場の設置など、周辺景観と調和し、開かれた外部空間づくりを進

める。 

・駐車場、駐輪場及びごみ置き場等を敷地の外から見える場所に設置する場合は、植栽により修景し、

又は建築物等と一体化するなど、外観に配慮する。 

・敷地内の緑化等を推進することでヒートアイランド対策など環境に配慮し、都市のアメニティ創造並

びに景観向上に努める。 

・敷地周辺にある緑との連続性や安全面等に配慮しつつ、道路に面する敷際に緑を適切に配置する等、

植栽する樹木の位置、種類、形状等を検討する。 
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・適切な維持管理を行い、外観を美しく保つとともに、耐震改修等の際にも、外観に配慮する 

 

５ 共通指針 

（１） 構成要素別指針  

① 斜面、法面 

・緩やかな勾配の採用により圧迫感を和らげる。 

・周辺の地形との連続性に配慮する。 

・植栽可能な勾配であれば、緑化により表面処理を行い、与える印象を和らげるよう努める。その際、

郷土種等を用いるなど、地域の自然生態系に十分配慮する。 

・法枠工を採用する場合にも上記と同様の配慮を行う。 

④舗装 

・安全面、機能面や環境面の配慮とともに、地域の特性に応じたデザインや素材の工夫に努める。 

・埋設物の維持管理等で部分的に舗装を復旧する場合、できる限り従前の舗装と違和感が生じないよう配

慮する。 

⑤付属物 

・防護柵、防止柵や防音壁は周辺景観に対して目立ちすぎない形状とし、また、地域特性に応じた適切

な色彩とするよう配慮する。 

・道路占用物、設備類等は周辺景観や他の構造物との一体的な調和を図るよう配慮する。 

・彫刻、モニュメント等の設置にあたっては、設置場所の空間特性に配慮する。 

・照明施設は、周辺の状況に応じた照明方法等により、夜間景観が良好となるよう配慮するとともに、

光による害が生じないように努める。 

・照明施設の器具や支柱等のデザインは、周辺の自然やまちなみ等の景観に調和するよう配慮する。 

・標識・サイン等は、掲出場所に留意し、分かりやすく、統一性のある質の高いデザインを採用したう

えで、数や規模を必要最小限とするよう努める。 

 

（２）緑化指針 

・大阪府自然環境保全条例に定める府有施設等の緑化基準の達成に努めるとともに、民間施設のモデルと

なる緑化に努める。 

・既存施設についても計画的な緑化を推進し、府有施設等緑化推進計画の達成に努める。 

・街全体が緑であふれるような景観づくりを進めるため、建造物の屋上や壁面の緑化、法面や擁壁の緑

化などを推進し、緑視率の増加を図るとともに、周辺地域の緑との連続性に配慮し、きめ細かな広が

りのある緑の形成に努める。 

・地域のシンボルとなる樹林や樹木は極力保全し、景観要素として積極的に活用する。 

・植物が健全に成長するために必要な植栽基盤の整備を行うとともに、維持管理の際に必要となる剪定

や枝打ちを行う場合には、樹木本来の姿を見極めて、生育に応じた樹形を美しく見せるよう配慮す

る。 

・施設の維持管理、改修、建替の際には、生物の生息環境となっている緑等の機能保全に配慮する。 
※景観法、景観計画の指定状況等が不明な場合は府景観部局へお問合せください 
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STEP２．事業地周辺の景観の特徴を確認する 

・事業地の⽴地特性や周辺のまちなみ・景観資源等の確認 
※・敷地が位置する地域の地形や道路との関係 
・周辺の景観を構成している要素や特徴的な景観資源  等を事業地周辺の状況に応じて記載してください 
 
・周囲全てが山地に囲まれており、周辺地域からは離れた場所に位置している。敷地内は、障害を持つ方たちの施設が多
く存在し、敷地内道路やインフラ施設、循環バスも通⾏し、ひとつの街の様相を呈している。自然豊かな広大な土地にゆと
りをもった建物配置計画がなされており、周辺環境にもそこに暮らす人々にも静かでやさしいまちづくりがされている。 
 
・事業地の周辺からの⾒え方の確認 
※・道路や公園などの公共空間からどう⾒えるか 
・交通量、人通りの多い交差点からどう⾒えるか 
・視点場である○○からどう⾒えるか  等を事業地周辺の状況に応じて記載してください 

 

・木々に囲まれた丘陵状の敷地内に、高さを10ｍ以内に抑えた施設計画を⾏う。公道からは離れており、周辺建物からも

⾒渡せない位置に配置されることになるため、周辺景観に及ぼす影響は⼩さいと思われる。 
 

STEP３．良好な景観形成に寄与した公共事業の事例を確認する 

・本事業の参考となる、良好な景観形成
に寄与した公共事業の事例を確認 

■確認済  □未確認 
事例の所在︓大阪府富田林市甘南備地内 
施設名︓こんごう福祉センター障害者支援施設「かつらぎ・にじょう」 

※他府県の事例でもよい 

STEP４．景観形成の目標（景観に関する基本的な考え方）を⽴てる 

・１〜３の確認結果を踏まえ、本事業における景観配慮の具体的な工夫について記載してください 

・⼦どもたちが、⾃然あふれる美しい環境の中で落ち着いた⽣活が送れるよう、緑に囲まれ⾃然と⼀体となった施設づくりを

心掛ける。また子どもたちの毎日の生活を安心で安全に暮らすことができる建物や設備を設え、それが意匠として意味のあ

る形に表出するような建物づくりを⾏う。 

・子どもたちの安全を守るため、駐⾞場や⾞両の通⾏するエリアと⽣活するエリアは区分して配置し、周囲には樹木を植える

などの配慮を⾏う。その他附属建屋を設ける場合は、配置計画により⽬⽴たない配慮をしたり、樹⽊での⽬隠しを⾏う等の

配慮を⾏う。太陽光発電パネルを除いて、屋上に設備を設置する場合は、建物と意匠的に⼀体となるような⽬隠し壁など

で周辺から⾒えない配慮を⾏う。 
・舗装については⾞路についてはアスファルト舗装を⾏うが、緑地の散策路などについては⾃然⾊舗装を⽤い、⾃然景観の
保全に努める。 
・既存樹⽊の調査を⾏い、既存建物の解体⼯事との調整も必要ではあるが、可能な範囲で主要な樹⽊の保存を⾏う。 
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